




























































































































































































































































































































ブランド名 ％ ブランド名 ％ ブランド名 ％
1グッチ 98．41ベネトン 68．41 ??? フアニー 60．0
1シャネル 98．42ナイキ 67．12エルメス 52．9
3エルメス 97．43レノマ 63．23バーバリー 50．3
4ナイキ 97．14ケンゾー 61．34ナイキ 47．7
4ルイ・ヴィトン 97．15バーバリー 60．04ルイ・ヴィトン 47．7
6テイファニー 95．45リーバイス 60．06グッチ 47．1
6バーバリー 95．47ポロ・ラルフローレン 56．16、　　　　　　　　　　　、ンヤ不ル 47．1
6リーバイス 95．48　　、シヤ不ル 54．26フェラガモ 47．1
9アルマー二 95．19セリーヌ 52．39カルテイエ 45．8
10カルテイエ 94．510ルイ・ヴィトン 50．310プラダ 43．9
11ケンゾー 93．811グッチ 49．711セリーヌ 40．6
11セリーヌ 93．812カルバン・クライン 43．911リーバイス 40．6




15ヴェルサーチ 92．515コムサ・デ・モード 34．815フェンデイ 32．3
15ベネトン 92．516フェンデイ 33．516カルバン・クライン 31．0
17ハンテイングワールド 87．017カルテイエ 29．717コーチ 29．7
18プラダ 86．318フェラガモ 27．18ベネトン 27．1
19ポロ・ラルフローレン 85．319ダナ・キャラン 23．219ダナ・キャラン 25．8



































































































































































































































































































































































































































































































































































ビーエム オカダ工業一 グ アツギコーエー
高千穂交易
昭和産業製作所
に告げ、圧力をかけた。系列企業は必死にコストダウンに取り組み、その値
段まで下げて取引を継続しようとした。つまり、競争相手と直接対決するわ
けではなかったが、親会社を通じて間接的な競争にはさらされていたのであ
る。ここで取引相手が先に決まっていて、条件はあとから決まるような取引
を「相対取引」というが、系列関係ではまさにこの相対取引が行われていた
のである。これは、価格、品質、サービスなどの取引条件が先にあって、そ
れによって取引相手が決まっていく「市場取引」とは対照的である。
＜生産システムの変更＞
　このように、部品メーカーとの関係を前提にして日産自動車は生産活動を
行ってきたのであるが、先に触れたような業績の悪化と日産自動車を取り巻
く環境の様々な変化から、生産システムを抜本的に見直さざるを得なくなっ
た。キーワードは、部品の「世界最適調達」である。つまり、これまでつき
あいがあった企業との関係にとらわれずに、部品をより安く、より効率的に
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購入することにしたのである。具体的には、協力会組織「日翔会」の加入条
件が97年に見直され、従来までの系列や会社の規模に関係なく参加できるよ
うになったことがあげられる。これにより、つき合いが古いだけで実績がな
い部品メーカーは、メンバーから外され、トヨタ自動車系の大手部品メーカー
や、外国企業が参加しうるようになったが、実際、日翔会の会合では、外国
人の存在が目立ってきているそうだ。また、購買方針についても、これまで
の「1種類の部品を2社以上に発注」する方針から「量産効果が見込める部
品は（1社に）集中的に発注（することによって、部品1つ当たりの費用を
安く押さえる）」する方式に変えることとなった。
　もう1つ興味深いのは、こうした変化のプロセスで日産自動車が「接待禁
止宣言」を行ったことである。これは、商談の行方を左右するような接待は
受けないし、行わない、という宣言であるが、多数の企業の不祥事が相次い
でいる中で企業経営の姿勢が評価に値するようにも思われるだろう。ただし、
真相は「系列メーカーとはいえ、何も優遇できることはない。接待の場で泣
きつかれても困る」ということで、日産が打ち出した方向性を徹底する方策
であったのではないだろうか⑳。
　一連の生産システムの変更の結果、極端なことを言えば、トヨタ系の大手
部品会社が日産自動車の部品をすべて生産する可能性もないとは言えない。
この場合、最終的に部品を組み立てる日産自動車自体はともかく、これまで
日産自動車に部品を供給してきた系列企業、特に中小企業、零細企業はこれ
まで経験しなかった厳しい競争にさらされ、極めて大きな打撃を受けるだろ
う。この中には、厳しい競争に耐え抜き、何とか生き残ろうとする企業と、
競争にうち勝つことをあきらめる企業が存在する。もちろん、これまでも親
会社の要求に応え、合理化に努力してきたが、これ以上の合理化は無理で、
泣く泣く日産自動車との取引をあきらめる企業もでてこよう。
　こうした事態を目の当たりにして、心情的には心も痛むし、「政策」的に
何とかならないものだろうか、と私個人は思うのであるが、経済学の理論面
を重視すれば、「仕方がない」と言わざるを得ない。
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＜経済学における企業の行動＞
　経済学では、企業は
・最も効率的に購入された生産要素を投入して、
・最適な技術で；全くムダが生じないように要素を組み合わせて、ムダのな
　いような方法で
モノを生産する主体であると仮定される。ここで、どれだけのモノを投入す
れば、どれだけのモノが作り出されるか、という関係は生産関数で表現され
る。最も効率的な生産関数のもとで、ある生産量とそのときの総生産費用と
の関係、例えば車を10万台つくったら、総額でいくら必要か、という関係を
示すのが費用関数である。日産自動車が手をこまねいていたわけではないに
せよ、従来の生産システムを変更するというのは、より望ましい生産関数、
費用関数を実現することであり、これまでよりも効率的な生産システムを実
現するものであると考えられる。
　一方、経済学の世界で企業は、利潤最大化行動をとると仮定されている。
つまり、
　　利潤；収入一費用
　　　　＝価格×販売量一費用の総額
で示される利潤を最大にするように、モノの値段と生産量を決定する。ただ
し、先に触れたとおり完全競争市場では、モノの値段は市場で決められて、
個々の企業は影響を及ぼすことができない。それゆえ、企業は「あらかじめ
与えられた価格のもとで、生産量のみを決定する」ことになる。
＜系列企業の行動と供給曲線＞
　さて、例えば日産自動車がある部品Aを購入しようしているとする。部品
Aは、日産系の会社はもちろん、トヨタ系の会社もホンダ系の会社も、外国
の会社もつくっている。もし日産自動車がこの部品にきわめて高い値段、例
えば10万円（その部品をつくっているすべての会社にとって非常に儲けが多
いといえる値段）をつけるとすれば、部品メーカーは皆一斉にその部品を生
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産し、販売しようとするだろう。あるいは、他の部品を生産しているメーカー
も、急遽当該部品の生産を開始し、日産自動車に販売しようとするかもしれ
ない（市場への参入）。
　次に、この部品にそれなりの値段、例えば5万円（その部品をつくってい
る会社のうち、それなりに効率的な生産を行っている企業にとっては儲けが
得られるといえる値段）をつけるとすれば、部品メーカーのうち、何社かは
日産自動車への販売をあきらめるだろう。場合によっては、その部品の生産
そのものを断念するかもしれない（市場からの退出）。
　最後に、この部品にきわめて安い値段、例えば2万円（その部品をつくっ
ている会社のうち、最も効率的な生産を行っている企業のみが、なんとかやっ
ていけるくらいの値段）をつけるとしよう。この場合、この部品をつくり、
日産自動車に販売することができるのは、2万円という額に見合う費用で生
産可能な会社のみになり、多くの会社は生産・販売を断念せざるを得ないだ
ろう。
　以上のことをもう少し一般的に言えば、ある製品の生産量は、値段が高け
れば高いほど多くなり、値段が低ければ低いほど、少なくなる、ということ
であり、ある値段でどれだけの量が生産されるかの関係を示す物が「供給関
数」である。
図4－3　供給曲線
あるモノ
の値段
P円
供給曲線
　　1　匿　　I　　I　一　　■　　■　　■　　■　　■　　　O　　　　　q個　　　供給される量
例えばあるモノの値段がp円であれば、q個作られる
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　もし、日産自動車がこれまでの生産システムとは異なる「部品の世界最適
調達」を目指し、少しでも安い値段で部品を購入しようとするのであれば、
取引のあったすべての系列企業が提示された値段に対応できるわけでなく、
相当数の企業が日産と取引を続けるか、断念するかの判断に悩むことになる
だろう。血のしぼるような努力をして、日産自動車の要求に対応するにせよ、
泣く泣く日産自動車との取引をあきらめるにせよ、部品メーカーにとっては、
かなりシビアな選択であることは間違いない。日産自動車の生産システムが
これまで通り機能しつづければ、系列企業はこんなにもシビアな選択に直面
しなかっただろう。しかしながら、経済学における企業の行動からすれば、
むしろこれまでのシステムの方が不思議だったのかもしれない。
注
　（1）
　（2）
　（3）
　（4）
　（5）
?????????
週刊ダイヤモンド98年7月11日、p．4参照。
日経ビジネス98年9月7日、p，4参照。
日経ビジネス　98年9月7日　pp．21－34参照。
日経ビジネス　98年4月20日　p．6参照。
例えば、日経ビジネス1998年4月20日　「デフレ悪循環病）に侵され
た日本、週刊ダイヤモンド　98年6月13日　「間違いだらけのデフレ
対策」等参照。
スティグリッツ入門経済学pp．30－31
日経ビジネス1998年7月20日p。21参照
平成9年2月期　www．7．1L801．com／profile／gaiyou．参照
日経ビジネス　1998年7月20日　pp．21－25参照
日経ビジネス98年7月20日　p．22
例えば、山本・山田［1998］参照。
エコノミスト1996年10月29日p．52
日経新聞5月29日
週刊ダイヤモンド　98年5月30日号p。18
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⑯
（1⑤
（1の
（1＄
（19
㈲
日産自動車株式会社調査部［19831pp。52－53参照。
白沢［1979］pp．39－46参照。
白沢［1979］pp．47－49参照。
日経新聞社編［1997］p．124参照。
公正取引委員会
日経ベンチャー　98年7月
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